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(57)【要約】
【課題】ベンチ設置面に不陸があった場合でも、互いに
隣り合う座の位置を平均化してベンチの外観品質を高く
維持することにある。
【解決手段】互いに独立した複数の座１と、前記複数の
座を横並びに整列させて支持する脚２とを具え、前記脚
２が、前記複数の座の列の両端にそれぞれ位置する座の
下面の左右方向側部のうち隣の座から遠い側の何れかの
側部に固定される上端部３ａと、前記座の前後方向およ
び上下方向へ延在する中間部３ｂと、ベンチ設置面Ｓに
固定される下端部３ｃとを一体に有する板状の二つの列
端脚３と、前記複数の座の列の隣り合う座の下面の隣り
合う左右方向側部にそれぞれ固定される二つの上端部４
ａと、前記座の前後方向および上下方向へそれぞれ延在
する二つの中間部４ｂと、ベンチ設置面Ｓに固定される
一つの下端部４ｃとを一体に有する板状の少なくとも一
つの中間脚４とからなる、座独立型ベンチである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに独立した複数の座と、前記複数の座を横並びに整列させて支持する脚と、を具え
る座独立型ベンチにおいて、
　前記脚が、
　前記複数の座の列の両端にそれぞれ位置する座の下面の左右方向側部のうち隣の座から
遠い側の何れかの側部に固定される上端部と、前記座の前後方向および上下方向へ延在す
る中間部と、ベンチ設置面に固定される下端部とを一体に有する板状の二つの列端脚と、
　前記複数の座の列の隣り合う座の下面の隣り合う左右方向側部にそれぞれ固定される二
つの上端部と、前記座の前後方向および上下方向へそれぞれ延在する二つの中間部と、ベ
ンチ設置面に固定される一つの下端部とを一体に有する板状の少なくとも一つの中間脚と
、
からなることを特徴とする、座独立型ベンチ。
【請求項２】
　前記列端脚の下端部と前記中間脚の下端部とは各々水平に延在していることを特徴とす
る、請求項１記載の座独立型ベンチ。
【請求項３】
　前記列端脚の下端部と前記中間脚の下端部とは各々上下方向に延在していることを特徴
とする、請求項１記載の座独立型ベンチ。
【請求項４】
　前記複数の座の整列方向へ延在する貫材を具え、
　前記各中間部には、前記貫材を挿通され、その貫材と嵌合して前記複数の座をそれぞれ
位置決めする貫材受け孔が形成されていることを特徴とする、請求項１から３までの何れ
か記載の座独立型ベンチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、互いに独立した複数の座と、前記複数の座を横並びに整列させて支持する
脚と、を具える座独立型ベンチに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　スタジアムの階段状の観客席等に設けられた従来のベンチは通常、複数の人が同時に着
座できる横長の座板を横長のフレームを介して脚で支持する構成とされているが、これら
のベンチの老朽化による入れ替えに伴い、近年の個人志向および高級志向の高まりにより
、一人一人が別個に着座できる互いに独立した複数の座を横並びに整列させて脚で支持す
るベンチが望まれている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、互いに独立した複数の座を従来のように横長のフレームを介して横並び
に整列させて脚で支持する構成とすると、フレームおよび脚を丈夫なものにする必要があ
るためコストが嵩むという問題がある。
【０００４】
　そこで、複数の座に対応させて複数の脚を設け、各座をその下方の位置で脚によって支
持し、それらの脚同士を貫材で連結することで複数の座を横並びに整列させてベンチを構
成することも考えられるが、このようにすると、階段状の観客席等の、一般にコンクリー
トでできている略水平なベンチ設置面に不陸があった場合に、所々で隣り合う座の高さが
異なったり水平でない座ができたりして、ベンチの外観品質が低下するという問題がある
。
【課題を解決するための手段】



(3) JP 2010-88787 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

【０００５】
　この発明は上記課題を有利に解決することを目的とするものであり、この発明の座独立
型ベンチは、互いに独立した複数の座と、前記複数の座を横並びに整列させて支持する脚
と、を具える座独立型ベンチにおいて、前記脚が、前記複数の座の列の両端にそれぞれ位
置する座の下面の左右方向側部のうち隣の座から遠い側の何れかの側部に固定される上端
部と、前記座の前後方向および上下方向へ延在する中間部と、ベンチ設置面に固定される
下端部とを一体に有する板状の二つの列端脚と、前記複数の座の列の隣り合う座の下面の
隣り合う左右方向側部にそれぞれ固定される二つの上端部と、前記座の前後方向および上
下方向へそれぞれ延在する二つの中間部と、ベンチ設置面に固定される一つの下端部とを
一体に有する板状の少なくとも一つの中間脚と、からなることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００６】
　かかる座独立型ベンチによれば、各々板状の二つの列端脚と、板状の少なくとも一つの
中間脚とから脚が構成されているので、脚をプレス成形等で形成し得て、コストが嵩まず
安価にベンチを製造することができる。しかも互いに隣り合う座を支持する中間脚の、互
いに隣り合う二つの中間部を一体に結合する下端部がベンチ設置面に固定されることから
、ベンチ設置面に不陸があった場合でも、互いに隣り合う座の位置を平均化し得て、ベン
チの外観品質を高く維持することができる。
【０００７】
　なお、この発明の座独立型ベンチにおいては、前記列端脚の下端部と前記中間脚の下端
部とは各々水平に延在していても良く、このようにすれば、ベンチ設置面が水平な場合に
適用することができる。
【０００８】
　また、この発明の座独立型ベンチにおいては、前記列端脚の下端部と前記中間脚の下端
部とは各々上下方向に延在していても良く、このようにすれば、ベンチ設置面が上下方向
に延在している場合に適用することができる。
【０００９】
　さらに、この発明の座独立型ベンチにおいては、前記複数の座の整列方向へ延在する貫
材を具え、前記各中間部には、前記貫材を挿通され、その貫材と嵌合して前記複数の座を
それぞれ位置決めする貫材受け孔が形成されていても良く、このようにすれば、複数の座
をより正確に横並びに整列させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下に、この発明の実施の形態を実施例によって、図面に基づき詳細に説明する。ここ
に、図１は、この発明の座独立型ベンチの一実施例の左右方向の半部を示す正面図、図２
は、上記実施例の座独立型ベンチの左右方向の半部を示す平面図、そして図３は、上記実
施例の座独立型ベンチを示す側面図である。
【００１１】
　この実施例の座独立型ベンチは、階段状の観客席等の概略水平なベンチ設置面Ｓに設置
されるもので、互いに独立した複数の座１（図示例では半部として４．５個を図示してい
るので、全体としては９個の座１）と、それら複数の座１を横並びに整列させて支持する
脚２とを具えており、この実施例では各座１は、樹脂を中空成形することで、中央部が僅
かに窪んだ概略矩形の厚板状に形成されている。
【００１２】
　またこの実施例では脚２は、二つの列端脚３と、少なくとも一つの中間脚４（図示例で
は半部として４個を図示しているので、全体としては８個の中間脚４）とからなり、ここ
における各列端脚３は、複数の座１の列の両端（図１，２では左端がベンチの中央である
ので右端）にそれぞれ位置する座１の下面の左右方向側部のうち隣の座１から遠い側の何
れか（図１，２では右側）の側部に沿って水平に延在し、その側部に固定される上端部３
ａと、その座１の前後方向および鉛直な上下方向へ延在する中間部３ｂと、ベンチ設置面
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Ｓに沿って水平に延在し、そのベンチ設置面Ｓに固定される下端部３ｃとを一体に有して
例えば断面コ字状をなすように、金属板を折曲して形成されている。
【００１３】
　また、ここにおける各中間脚４は、複数の座１の列の隣り合う座１の下面の隣り合う左
右方向側部にそれぞれ固定される二つの上端部４ａと、その座１の前後方向および僅かに
斜め上下方向へそれぞれ延在する二つの中間部４ｂと、ベンチ設置面Ｓに固定される一つ
の下端部４ｃとを一体に有して例えば断面逆ハット状をなすように、金属板を折曲して形
成されている。
【００１４】
　かかるこの実施例の座独立型ベンチによれば、各々板状の二つの列端脚３と、板状の少
なくとも一つの中間脚４とから脚２が構成されているので、脚２をプレス成形等で形成し
得て、コストが嵩まず安価にベンチを製造することができる。しかも互いに隣り合う座１
を支持する中間脚４の、互いに隣り合う二つの中間部４ｂを一体に結合する下端部４ｃが
ベンチ設置面Ｓに固定されることから、概略水平なベンチ設置面Ｓに高さや傾斜のばらつ
きによる不陸があった場合でも、互いに隣り合う座１の高さや傾きを平均化し得て、ベン
チの外観品質を高く維持することができる。
【００１５】
　しかもこの実施例の座独立型ベンチによれば、列端脚３の下端部３ｃと中間脚４の下端
部４ｃとは各々水平に延在しているので、ベンチ設置面Ｓが水平な場合に適用し得て、上
記効果を奏することができる。
【００１６】
　図４は、この発明の座独立型ベンチの他の一実施例の左右方向の半部を示す正面図、図
５は、上記実施例の座独立型ベンチを示す側面図であり、図中先の実施例と同様の部分は
それと同一の符号にて示す。すなわち、この実施例の座独立型ベンチは、複数の座１の整
列方向へ延在する貫材５を具え、列端脚３と中間脚４との各中間部３ｂ，４ｂには、貫材
５を挿通され、その貫材５と嵌合して複数の座１をそれぞれ位置決めする貫材受け孔３ｄ
，４ｄが形成されている点のみ、先の実施例と異なっており、他の点では先の実施例と同
一の構成を具えている。
【００１７】
　この実施例の座独立型ベンチによれば、先の実施例と同様の効果が得られるのに加え、
各中間部３ｂ，４ｂの貫材受け孔３ｄ，４ｄが貫材５と嵌合して複数の座１をそれぞれ位
置決めするので、複数の座をより正確に横並びに整列させることができる。なお、貫材５
は直線状でなく例えば円弧状でも良く、その場合には複数の座を正確に円弧状に整列させ
ることができる。
【００１８】
　図６は、この発明の座独立型ベンチのさらに他の一実施例を示す側面図であり、図中先
の実施例と同様の部分はそれと同一の符号にて示す。すなわち、この実施例の座独立型ベ
ンチは、階段状の観客席等の概略鉛直なベンチ設置面Ｓに設置されるもので、列端脚３の
中間部３ｂと中間脚４の中間部４ｂとが各々下方へ円弧状に伸びて、列端脚３の下端部３
ｃと中間脚４の下端部４ｃとが各々上下方向に延在している点のみ、先の実施例と異なっ
ており、他の点では先の実施例と同一の構成を具えている。
【００１９】
　かかるこの実施例の座独立型ベンチによれば、各々板状の二つの列端脚３と、板状の少
なくとも一つの中間脚４とから脚２が構成されているので、脚２をプレス成形等で形成し
得て、コストが嵩まず安価にベンチを製造することができる。しかも互いに隣り合う座１
を支持する中間脚４の、互いに隣り合う二つの中間部４ｂを一体に結合する下端部４ｃが
ベンチ設置面Ｓに固定されることから、概略鉛直なベンチ設置面Ｓに前後方向位置や傾斜
のばらつきによる不陸があった場合でも、互いに隣り合う座１の前後方向位置や傾きを平
均化し得て、ベンチの外観品質を高く維持することができる。
【００２０】
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　以上、図示例に基づき説明したが、この発明は上述の例に限定されるものでなく、例え
ば、座１は樹脂製でなく木製でも良く、また中間脚４の中間部４ｂは列端脚３の中間部３
ｂと同様鉛直に延在しても良く、逆に列端脚３の中間部３ｂは中間脚４の中間部４ｂと同
様僅かに傾斜して上下方向へ延在しても良い。そして列端脚３は中間脚４の半部と同様板
を上下端部で逆方向へＺ字状に折曲して形成しても良い。さらに、列端脚３および中間脚
４はそれぞれ樹脂で形成しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００２１】
　かくしてこの発明の座独立型ベンチによれば、各々板状の二つの列端脚と、板状の少な
くとも一つの中間脚とから脚が構成されているので、脚をプレス成形等で形成し得て、コ
ストが嵩まず安価にベンチを製造することができる。しかも互いに隣り合う座を支持する
中間脚の、互いに隣り合う二つの中間部を一体に結合する下端部がベンチ設置面に固定さ
れることから、ベンチ設置面に不陸があった場合でも、互いに隣り合う座の位置を平均化
し得て、ベンチの外観品質を高く維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】この発明の座独立型ベンチの一実施例の左右方向の半部を示す正面図である。
【図２】上記実施例の座独立型ベンチの左右方向の半部を示す平面図である。
【図３】上記実施例の座独立型ベンチを示す側面図である。
【図４】この発明の座独立型ベンチの他の一実施例の左右方向の半部を示す正面図である
。
【図５】上記実施例の座独立型ベンチを示す側面図である。
【図６】この発明の座独立型ベンチのさらに他の一実施例を示す側面図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　座
　２　脚
　３　列端脚
　３ａ，４ａ　上端部
　３ｂ，４ｂ　中間部
　３ｃ，４ｃ　下端部
　３ｄ，４ｄ　貫材受け孔
　４　中間脚
　５　貫材
　Ｓ　ベンチ設置面
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